
第１･２･３学年 「伊平屋島伝統文化学習・地域探求学習」 学習指導案 

 

沖縄県伊平屋村立伊平屋中学校 

教頭 高良 直人 

 

１ 単元名 「伊平屋島伝統文化学習・地域探求学習」総合的な学習の時間 

 

２ 単元の目標 

 ・伊平屋島の貴重な文化遺産や豊かな自然について学び，身近にある地域資源についての 

知識を深める。また，習得した知識をレポートやプレゼン等でまとめる。（知識・技能） 

 ・伊平屋島の貴重な文化資産や豊かな自然を守るため，様々な取り組みが行われているが， 

地域に住む者として，何ができるのか？友人たちと共に考える。また，この環境を後世

に残していくためには何が必要なのか？課題を探求していく。（思考・判断・表現） 

 ・伊平屋島の貴重な文化遺産（民俗芸能）の今後のあり方について考え，皆で共有しな 

がら，保全のための活動「伝統文化学習」に参加する。（主体的に学習に取り組む態度） 

３ 単元について 

（１）教材観 

 ・身近にある伊平屋島の貴重な文化遺産や豊かな自然は，伊平屋島特有のものが数多く 

存在している。この豊かな地域資源について直に触れて，学び，探求活動を行うことは 

 ＳＤＧｓの「多様性」「相互性」にも結びつく深い学習になると考える。 

 ・伊平屋島の貴重な文化遺産（民俗芸能）や，伊平屋特有の自然保全活動に携わっている人々  

を訪ね，実際の活動の様子を学ばせる。その中から，地域資源や環境にも目を向けさせる

ことができる。そうすることで，「持続可能な社会」への関心も引き出し，今後の生徒

自らの生き方や，学習活動への意欲や意識付けにも繋がるものと考える。 

 ・伝統文化学習や地域探求学習を通して，仲間たちと協力しながら主体的に学び合い， 

活動を行うことで，自分の生活や地域との関わり方を見つめ直す良い機会にもなる。   

特に伝統文化学習においては，地域講師の方々から直に学ぶことが出来，世代間の交流

や地域社会のあり方・課題にも目を配り，今後の生き方や伊平屋島に対する郷土愛を培

うためにも，良い教材になるのではないだろうか。 

（２）生徒観 

 ・本校の全校生徒は 38 名で，男女ともに仲が良く，「伊平屋じゅ～て～（伊平屋のおも 

てなし）」という言葉があるように，優しく素直で穏やかな生徒が多い。 

 ・伝統文化学習等についての事前アンケートを実施した。結果は次の通りである。 

 「Ｑ 伝統文化学習の日の活動は楽しいですか？」 

 「Ａ （よくあてはまる 58.8％）（ややあてはまる 32.4％）と肯定的な意見が 91.2％」 

 「Ｑ あなたは，伊平屋島に誇りや魅力を感じていますか？」 

 「Ａ （よくあてはまる 64.7 %)(ややあてはまる 32.4％と肯定的な意見が 97.1％」 

 この結果からも，伝統文化学習への関心や伊平屋島への誇りや魅力を感じている生徒が 

多いことが分かる。また，地域や社会に係わる総合的な学習になるよう意欲的に取り組 

みたいという意見も多く寄せられている。 



 （３）指導観 

 ・本単元の指導にあたっては，まず，「伊平屋島の貴重な文化・歴史遺産や豊かな自然」 

について事前学習を行う。生徒観でも述べたように，伊平屋島に誇りや魅力を感じてい 

る生徒が多い。伊平屋村歴史民族資料館で調べ学習を行い，考えさえる。（伝統文化学 

習はコースの選定を行い演舞指導を受ける） 

 ・また，伊平屋島の自然環境の保全や地場産業に係わる方を講師として招き，伊平屋島 

の文化遺産・歴史遺産・自然遺産の概要と現状，課題について学ばせる。自ら，調べた 

内容と現地で活躍している人の講話を聞いてさらに，郷土の知識・理解を深めさせる。 

 ・小グループに分かれて，フィールドワークや伝統文化学習を行うが，仲間で協力して 

 学習させることで，次のＥＳＤ資質能力等の育成にも結びつけていきたい。 

 

（４）ＥＳＤとの関連 

 ・本学習で働かせるＥＳＤの視点（見方・考え方） 

  相互性･･･伊平屋島には，貴重な文化・歴史遺産・豊かな自然が残されているが， 

       継承と環境保全で，様々な課題があり，存続が危ぶまれている現状もある。 

  連携性･･･伊平屋島の文化・歴史遺産・豊かな自然を守るため様々な取り組みがなさ       

れているが，地域に住む者として何ができるかを一緒に考える必要がある。 

  責任性･･･伊平屋島の文化・歴史遺産・豊かな自然を守るため，私たち地域住民が，       

今後のあり方について真剣について考え,課題をどう解決していくのか？ 

       また，保全のための取り組みや活動を実践していくことが大切である。 

 ・本学習を通して育てたいＥＳＤの資質・能力 

  「多面的・総合的に考える力」 

   伊平屋島の文化・歴史遺産・豊かな自然が地域の資源として，人・社会・自然など   

様々なものと繋がっていることを理解させ，多面的・総合的に考える力を培う。 

  「他者と協力する態度」 

   伝統文化学習や地域探求学習を通じ，他者の立場に立ち，他者の考えや行動に共感   

するとともに，他者と協力・協同してものごとを進めようとする態度を培う。 

  「つながりを尊重する態度」 

   伝統文化学習・地域探求学習を通して，人・社会・自然などと自分の繋がり・関わ   

りに関心を持ち，それらを尊重し大切にしようとうする態度を培う。 

 ・本学習で変容を促すＥＳＤの価値観 

  「自然環境や生態系保全を重視する（人と環境との関係）」 

   人は自然の一部だということを改めて認識させ，伊平屋の貴重で豊かな自然の魅力   

や現状を知り，地域の環境を守るために何ができるのか？を考えさせる。 

  「環境と社会生活＝幸福感を大切にする（人と人との関係）」 

   身近にある伊平屋島の貴重な文化・歴史遺産・豊かな自然に恩恵を受けていることを    

大観させる。また，先人たちが，環境に配慮しながら，文化・歴史遺産・豊かな自然   

を残してきた実績や背景も大観させる。先人たちに習い伝統文化の継承や環境に配慮   

しながら社会生活を営むことが，持続可能な社会作りに繋がることを理解させる。 

  「世代間の公正＝過去世代及び将来世代（次世代に対する責任）」 



   伊平屋島の貴重な文化・歴史遺産・豊かな自然の保全のための，先人たちの苦労や   

努力を尊重し，あるべき未来像（ビジョン）を予想させ，後生に残していくために   

何ができるかを考えさせる。持続可能な社会作りのための実際の行動を促す。 

・達成が期待されるＳＤＧｓ 

  「⑪住み続けられるまちづくりを」  

  「⑬気候変動に具体的な対策を」 

 「⑭海の豊かさも守ろう」  

 「⑮陸の豊かさも守ろう」 

  

４ 単元の評価規準 

（ア）知識及び技能 

 

（イ）思考力・判断力・ 

  表現力等 

（ウ）主体的に学習に 

  取り組む態度 

①伊平屋島の貴重な文化・歴

史遺産や豊かな自然について

学び貴重な地域資源について

知識を深めている。 

 

②習得した知識や技能を活

用し，演じたり，レポート

やプレゼンなどでまとめて

いる。 

 

①伊平屋島の貴重な文化・歴

史遺産・豊かな自然を守るた

め，地域に住む者として何

ができるのかについて考え

ている。 

 

②文化・歴史遺産や環境を

後世に残していくため何が

必要なのか？課題を探求し

ている。また，伝統芸能に

ついて学び、演舞・発表し

ている。 

①伊平屋島の貴重な文化・

歴史遺産・豊かな自然の，

今後のあり方にについて考

え，保全のための活動で何

が出来るのかを考え，実際

に係わることができた。 

②「伝統文化学習」で学ん

だことを，意欲的に地域の

人に演舞・発表している。 

 

 

 

５ 単元の指導計画（全９時間） 

学習活動 〇学習への支援 〇評価・備考 

１ 事前学習（ガイダンス） 

「伊平屋島の貴重な文化・歴史

遺産や豊かな自然について」 

・伊平屋島には豊かな自然環境

が数多く残されてる。 

・伊平屋島には貴重な文化・歴

史遺産・豊かな自然遺産が数多

く残されている。 

・「伝統文化学習」「地域探求

学習」で何を調べたいのか？ど

んな体験をしたいのか？個人や

みんなで考える。 

 

・事前学習「ガイダンス」を通

して「伊平屋島の貴重な文化・

歴史遺産や貴重で豊かな自然に

ついて」の概要を説明して生徒

の興味・関心を導き出す。 

・これからの学習に対する見通

しを持たせ，どんなことを学び

たいのか？どんな体験をしたい

のか？を考えさえる。 

・伊平屋村観光交通課より講師

を招き実施。 

～見つめる①～ 

（ア）（地・技） 

（イ）（思・判・表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２・３ 

「伊平屋島の貴重な文化歴史遺

産・豊かな自然」 

～伊平屋村地域観光課より講師

を招いて講演会～ 

（伊平屋村ヤイトハタ養殖場にて実施） 

 

・「伊平屋島の文化・歴史遺産

や貴重で豊かな自然」について

の魅力や，今ある課題について

，話してもらい，探究学習の道

標とする。 

～見つめる②③～ 

（ア）（地・技） 

（イ）（思・判・表） 

 

 

 

４・５ 

「伝統文化学習」「地域探求学

習」について調べ学習 

・個人やグループで，伊平屋島

の伝統文化・歴史遺産や豊かな

自然について調べる。 

・「伝統文化学習」のコースを

決定する。 

 

・伝統文化学習に何を学びたい

のかを考えさせ希望するコース 

にはまるようにフォローする。 

・地域探求学習が上手くいくよ

うに講師の紹介や地域の企業に

ついてパイプ役になる。 

 

～見つめる④⑤～ 

（ア）（地・技） 

（イ）（思・判・表） 

（ウ）（主体的） 

 

 

 

 ６・７・８ 

・「伝統文化学習」 

・「地域探求学習」 

・実際に各コースで活動する。 

・演舞指導をしてくれる講師の

方に感謝し，地域の伝統芸能に

触れ学ぶ。 

・個人やグループで講師の話を

聞き学習・体験する。 

・それぞれが，調べたい課題に 

ついて実際に見聞し学習する。 

・学んだことや発見したものは

，タブレットで写真を撮り，事

後学習用の資料も集める。 

 

・「伝統文化学習」「地域探求学

習」が有意義に実践出来るように

講師に方と連携・調整を図る。 

・各担当の方と連携がしっかり

とれるように。 

・探求学習が上手くいくように

事前準備をしっかり行い，生徒

への丁寧な声かけ支援を行う。 

・この活動が生徒の主体的なも

のとなるように温かく見守る。 

 

 

～深める⑥⑦⑧～ 

～体験する～ 

（ア）（地・技） 

（イ）（思・判・表） 

（ウ）（主体的） 

 

 

 

 

 

 

 

 

９・10・11 

「伝統文化学習発表会」 

「伊平屋中フェスティバル」 

・学んだことや発見したことを

まとめ、発表する。 

・伊平屋島の貴重な文化・歴史

遺産・豊かな自然を守るため，

何ができるか？皆で考える。 

 

・個人や各グループで協力し，

演舞発表やレポート・プレゼン

などでまとめさせる。 

・地域の方々への発表の場・機

会を設ける。 

～広げる⑨⑩⑪～ 

（ア）（地・技） 

（イ）（思・判・表） 

（ウ）（主体的） 

 

 

 

 

 

 



12月～3月 

「伊平屋村学習成果発表会」 

「伊平屋中フェスティバル」 

「伊平屋島歴史文化センター」

にて，展示・発表する。 

（地域や観光客に向けて発信） 

 

・学校公開週間を設けて，各グ

ループの資料やプレゼンにて発

表し，地域の方に見てもらう。 

・映像を展示発表を実施。 

 

～広げる⑫～ 

（ア）（地・技） 

（イ）（思・判・表） 

（ウ）（主体的） 

 

 

 

６ 成果と課題①（アンケートの結果から） 

 ・１学期実施 

       ・２学期実施⇒ 

・伝統文化学習等についての事前アンケートを実施した。結果は次の通りである。 

「Ｑ 伝統文化学習の日の活動は楽しいと思いますか？」 

１学期「Ａ（よくあてはまる58.8％）（ややあてはまる 32.4％）と肯定的な意見が91.2％」 

２学期「Ａ（よくあてはまる59.4％）（ややあてはまる 28.1％）と肯定的な意見が87.5％」 

考察：1学期に比べ，肯定的な意見が3.7％と若干の現象が見られた。その要因として， 

  12月に実施した，「伝統文化学習発表会」の過度な練習が挙げられる。1週間前 

  から本番まで，演舞によっては毎日の練習が強いられてしまった。（次年度の課題） 

 

 

 

 

 ・１学期実施 

       ・２学期実施⇒ 

「Ｑ あなたは，伊平屋島に誇りや魅力を感じていますか？」 

１学期「Ａ（よくあてはまる 64.7 %)(ややあてはまる 32.4％と肯定的な意見が97.1％」 

２学期「Ａ（よくあてはまる 84.4 %)(ややあてはまる 15.6％と肯定的な意見が100％」 

考察：2学期の肯定的な意見が100％と凄い結果が出た。伝統文化学習や地域探求学習で 

伊平屋島に対する誇りや魅力を実感できた生徒が多くいた結果で，この授業の

   目標がほぼほぼ達成出来たといえるのではないだろうか。 

 地域の方々からも称賛の声が届いている。また，講師の方々の温かい支援

   や御指導もあり，世代間の交流の場としても魅力的な学習と言える。 

生徒達も島の先輩方から演舞や「伊平屋じゅ～て～」のようなおもてなしの心な

ど直に学べることで，伊平屋島の魅力について再認識出来ていると感じる。 

 

 



成果と課題② （○⇒成果 △⇒課題） 

○単元の目標であげた次の３つがほぼ達成出来たと考える。 

 ①伊平屋島の貴重な文化遺産や豊かな自然について学ぶことができた。実際に「伊平 

屋村農林水産課（伊平屋村ヤイトハタ養殖場）（もずく養殖場）」「伊平屋村歴史民族

資料館」「伊平屋村観光交通科」等に赴き，伊平屋村の現状や産業などの身近にある地

域資源について学ぶことが出来た。習得した知識をレポートやプレゼン等でまとめ，

伊平屋村学習成果発表会で発表することが出来た。（知識・技能） 

 ②伊平屋島の貴重な文化資産や豊かな自然を守るための活動を学び，地域に住む者と

して何ができるのか？友人たちと共に考えることができた。環境保全の取り組みで 

ＳＤＧｓパスポートを活用したボランティア活動を実施。30ボラン認定者（表彰）

が６名も出た。（思考・判断・表現） 

 ③伊平屋島の貴重な文化遺産（民俗芸能）について考え皆で共有しながら，保全の

ための活動「伝統文化学習」に参加することができた。「伝統文化学習発表会」も

大成功を収め生徒達からは達成感が感じられた。（主体的に学習に取り組む態度） 

○伝統文化学習発表会（地域からの声） 

 

 

 

 

 

 ＊伝統文化学習の取り組み内容はとても良いと思いました。学校職員と地域の 

 方々（講師）とのつながりが深まるだけではなく，お互いに連携しながら生徒を 

 見守り，サポートできるので，今後も取り組みを続けて欲しいです。 

 ＊本島から今年来て，発表会を始めて見ましたが，とても感動しました。伝統を 

 受け継ぐ大切さを感じました。授業の一環として取り組み，とても良いと思います。 

 

 

 

 

 

○本学習で働かせるＥＳＤの視点（見方・考え方）について３つの視点，「相互性」

「連携性」「責任制」を培うことが出来たと考えている。（詳細は上記にて） 

○本学習を通して育てたいＥＳＤの資質・能力について「多面的・総合的に考える力」 

「他者と協力する態度」「つながりを尊重する態度」も学習を通し人・社会・自然

と自分の繋がりを感じ，それらを大切にしようとうする態度を培うことができた。 

○本学習で変容を促すＥＳＤの価値観について，「自然環境や生態系保全を重視する

（人と環境との関係）」「環境と社会生活＝幸福感を大切にする（人と人との関係）」 

「世代間の構成＝過去世代及び将来世代（次世代に対する責任）」など地域の先輩

方に学びながら，持続可能な社会作りについて考えることができた。 

○達成が期待されるＳＤＧｓ 

「⑪住み続けられるまちづくりを」 

「⑬気候変動に具体的な対策を」 

「⑭海の豊かさも守ろう」 

「⑮陸の豊かさも守ろう」 

△伝統文化学習の練習時間に放課後や週末の休日も割り当てられるため，負担が大きい。 

△生徒の「なぜ」「何」から始める授業形態にする必要がある。(課題設定や問題提起）

など，教師や講師主導の部分が大きい。（もっと生徒の主体性を導き出したい） 

△過疎化が本格的に進み，様々な視点から持続可能性を目指して取り組む必要性がある。 

 



 


